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象に 1 時間毎の時系列変化を俯瞰できる Vulcan
という解析システムが完成したことを公表した
（2008 年 4 月）1）。
　Vulcan は、米国航空宇宙局（NASA）と米国エ
ネルギー省（DOE）の助成によって、北米炭素プ








が 2008 ～ 2009 年に実施を計画している新たな








析および表示システムである。図表 1 は 2002 年
の年間排出量に関する計算結果である。データベ
ース上では、2002 年の 1 年間の排出量分布変化
を 1 時間ごとの視覚化データとしてアニメーショ

















1) パデュー大学プレスリリース（2008 年 4 月 7 日 )：
http://news.uns.purdue.edu/x/2008a/080407GurneyVulcan.html
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